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Ⅰ 基本理念

1.	 「発見し・はぐくみ・かたちにする知の広
場」の創造
私たち山口大学は、21世紀の多様な

課題を「発見し・はぐくみ・かたちにする」、
豊かな「知の広場」を創り出します。
私たち山口大学は、この「知の広場」

において、自らの役割と実績とを不断に
評価しつつ英知の創造をめざします。

2.	 共同・共育・共有精神の涵養
私たち山口大学は、共に力を合わせ、

共に育み合い、共に喜びを分かち合いま
す。この共同・共育・共有の精神を”山大ス
ピリット”として涵養します。

3.	 公正・平等・友愛の尊重
私たち山口大学は、“山大スピリット”

による他者への配慮と自らを律する倫理
観のもとに、あらゆる偏見と差別を排し、
公正と平等と友愛の精神を尊重します。

Ⅱ 教育の目標

1.	 専門性と社会性の育成
私たち山口大学は、地域の基幹総合

大学として、各学部・研究科の特性を活か
し、個性あふれる専門性と社会性に富ん
だ人材を育みます。

2.	 自己啓発・自己研鑽・自己管理の徹底
私たち山口大学は、自己啓発・自己研

鑽に努め、自己管理能力を身につけた人
材を育みます。

3.	 知識社会に応える能力の醸成
私たち山口大学は、地域社会および

国際社会の発展と平和の実現に貢献す
るために、21世紀の知識社会における課
題探求と問題解決の能力を持った人材を
育みます。

Ⅲ 研究の目標

1.	 先進的な研究を社会に還元
私たち山口大学は、基礎的・学術的研

究および社会が直面する課題の克服と
解決に役立つ研究を重視し、総合大学の
特性を活かし、先進的かつ長期的な視野
に立った研究を進め、その成果を社会に
還元します。

2.	 学際的な研究体制の構築
私たち山口大学は、人文科学、社会科

学、自然科学、生命科学などの学問分野
の独自性を尊重しながら、これら諸分野
の連携を通して、21世紀の時代にふさわ
しい学際的な研究体制を構築します。

3.	 研究活動の透明性と説明責任の遵守
私たち山口大学は、研究者相互の交

流を基盤に、山口大学を主体とする共同
研究体制を構築します。その研究過程と
研究成果は広く社会に発信し、説明責任
を果たします。

Ⅳ 私たちの責務

1.	 新たな価値の創出
私たち山口大学は、人間と人間、人間

と自然、人間と科学とが調和する新たな
価値の創出をめざします。

2.	 社会が抱える問題解決への寄与
私たち山口大学は、20世紀の時代が

繁栄と豊かさをもたらす一方で、自然環
境の破壊や貧困・飢餓・戦争など、多くの
社会問題が表出した時代であったことを
認識し、21世紀の今日にあっては、これら
の矛盾の解決のために英知と勇気を役
立てます。

3.	 地域社会の発展と国際社会への貢献
私たち山口大学は、心豊かな教養人と

優れた専門的知識・技術を持った人材を
育み、地域社会の発展と国際社会の平和
に貢献し、人類の幸福に寄与します。

山 口 大 学 憲 章



基
本
理
念

2

山口大学憲章に基づいて、環境に関する多
様な課題を「発見し・はぐくみ・かたちにする」、
豊かな「知の広場」を創造し、「知の広場」におい
て自らの役割と実績とを不断に評価しつつ英知
の創造をめざします。さらに、山大スピリットとし
て、共に力を合わせ・共に育み合い・共に喜びを
分かち合う精神を涵養するとともに、他者への
配慮と自らを律する倫理観のもと公正と平等と
友愛の精神を尊重し、新たな価値観の創出・社
会が抱える問題解決への寄与・地域社会の発展
と国際社会への貢献を継続して推進します。
この基本理念に基づき、環境配慮活動の基

本的な方針として「環境目標」を定め、各組織の
状況に応じた自律的・効果的なPDCAサイクル
を稼働します（図1-1）。

環境目標

① 事業活動における環境負荷の低減
エネルギー消費量・電気平準化評価・温室

効果ガス排出量の低減、節水の推進、グリーン
購入比率100％、環境配慮契約の普及、紙使
用量・廃棄物の削減とリサイクルの推進

② 環境貢献技術の創出
環境に関する研究の推進

③ 環境モラルの醸成
実験排水の適正な処理の徹底、教育・研

究等による環境マインドの向上、職員への省
エネ意識の啓発、緑化の推進及び学内一斉
清掃の実施

④ 地域との協調･コミュニケーション
各種媒体を通じた環境情報の発信、職

員・学生の自主活動による環境貢献

⑤ 法規制の遵守
化学薬品等の使用量の削減、化学物質取

扱者への教育・訓練の徹底、化学物質及び
排水・廃液の適正管理、フロン排出抑制法に
関する第一種特定製品や自家発装置等の大
気排出基準の適正管理、産業廃棄物の適正
な管理と処理

⑥ 環境マネジメントシステムの整備･充実
環境配慮の取り組みのための管理体制定着

図1-1	 環境ＰＤＣＡサイクル

環境マネジメント対策推進会議
環境マネジメント対策部会

各部局等組織内委員会の運営

Action
（改善）

	■ 計画の見直し、検討
	■ 評価・達成状況等やステークホルダー等
の意見を反映（四半期ごと）

Plan
（計画）

	■ 環境目標の設置、推進
	■ 環境目標実施計画書の作成

Do
（実行）

	■ 各組織による環境目標の実行
	■ 省エネチェックシートを活用した
パトロールの実施
	■ バリューチェーンとの協調

Check
（評価）

	■ 各組織による評価
	■ 環境目標実施計画書の活用
	■ 委員会での評価、公表（四半期ごと）

環境に関する基本理念と方針


